ぼっこう なっとく 

の 突如た る 勃興の 真髄が 納得 出来ない という 意味から、 

あしかが 

次に 上代 以後 足 利 氏に 至る まで を 第 一 巻と して 発表 さ 

れ たものと 思われる。 そうは 断って ない けれども、 緖 

うかが 

論 を 読む とその 辺の 消息が 多少 窺われる ような 気 も 

する 

従って 緒論に 現われた 先生 は、 出来 得る 限りの 範囲 

ひょうへん 

において、 われらが 最近 五十 年間の 豹変に 対する 説 

かじょ-つ 

明 を、 箇条が きの 如くに 与えて おられる。 その内に は 

ちょっと われらの 思い設けぬ 解釈 さえ ある。 西洋人が 

予期せ ざる 日本の 文明に 驚ろ くの は、 彼らが 開化と い 

う 観念 を 誤 まり 伝えて、 耶蘇 教的 カル チ ユア— と 同意 



甚だ 少なくな いので ある。 

西洋の 雑誌 を 見る と、 日本に 関した 著述の 広告 は、 

一週に 一、 二 冊 はきつ と 出て いる。 近頃で は これらの 

しゅうし ゅラ ゆう 

書籍 を蒐 集した だけで も 優に 相応の 図書館 は 一 杯に 

なる だろうと 思われる 位で ある。 けれども 真の 観察と 

真の 努力と、 真の 同情と、 真の 研究から 成った もの は 

極めて 乏しい と 断言しても 差 支 は あるまい。 余 はこの 

乏しい ものの 一として、 先生の 歴史 を われら 日本人に 

紹介す る 機会 を 得た のを喻 fK に 思う。 

歴史 は 過去 を 振 返った 時 始めて 生れる ものである。 

悲しい かな 今の われら は 刻々 に 押し流されて、 瞬時 も 



てっき 

汽車が 西洋の 汽車の 如く 広い 鉄軌を 走り、 われらの 資 

本が 公債と なって 西洋に 流用せられ、 われらの 研究と 

発明と 精神 事業が 畏敬 を 以て 西洋に 迎えら るる や 否や 

うぬ ぼ 

は、 どう 己 惚れても 大 いなる 疑問で ある。 マ ー ドック 

先生が われらの 現在に 驚嘆して われらの 過去 を 研究 さ 

れ ると 同時に、 われら はわれら の 現在から 刻々 に 追い 

まく 

捲られて、 われらの 未来 を かくの 如く 悲観して いる。 

余 はわれら の 過去に 対する 先生 の 著書 を 紹介す る の つ 

いで を 以て、 われらの 運命に 関しての 未来 観 を も 一 言 

先生に 告げて 置きたい と 思う。 
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